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Abstract:   Design of new lidars and a hyperspectral imager are explored for remote sensing of meteorological and 
environmental conditions over Mt. Fuji area in Japan. Also, requirements of sensing parameters and sensitivities are 
examined for various community to support climbing security and to protect historical and cultural heritage. 
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1. はじめに 

 

日本列島の最高峰かつ単独峰である富士山の

山頂や周辺域にライダー等を配置して、気象や環

境データを遠隔測定する新たな光センサーネッ

トワークの構築を目指した調査研究を行ってい

る。ライダー等のシステム技術の可能性と、これ

らを活用するユーザのニーズについても調査を

行う計画である。  

  

２．富士山レーダーと測候所を活用する研究 

 

1959 年に伊勢湾台風が上陸し 5 千人を超す死

者が出た。気象庁では大型の気象レーダーを富士

山頂に設置する計画を立案し、64 年から建設工事

が始まった。その装置は観測距離 800 km をカバ

ーする世界でも最新・最高のものであった。それ

から 35 年の運用期間を経て、多数の小型装置を

配置するネットワーク型レーダーに移行するま

で、台風や豪雨の観測や進路の予報などに大きな

使命を発揮した。それらの結果は小説や映画など

でも採り上げられ、戦後日本の経済発展期のシン

ボル的な事業となった。現在は富士吉田市で「富

士山レーダードーム館」として公開されている。 

また、世界文化遺産となった富士山の環境を新た

な観点からの研究・教育活動が「認定 NPO 法人富士

山測候所を活用する会」によって 10 年以上も継続

され１）、国際会議 ACPM2017 も開催された２）。 

 

３．ライダーシステムの概要 

 

表１に観測要素とライダー方式、レーザー波長、

測定距離、および計測情報などを示す３）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、実現が期待される「富士山ライダーネットワー

クシステム」の条件として、目に安全なアイセーフ波長

のレーザー光を外部に走査して計測するライダー装置

を山頂に、また約 10 km の距離で東西南北に４台の

周辺装置を配置して遠隔制御する構成とした。山頂

 



局ライダーの観測距離 (半径 )を 20 km、周辺局は 10 

km の構成として、富士山全域と箱根の外輪山までが

観測域となる。 

ライダーとして、SPM エアロゾルの粒径や重量濃度

の分布測定用のミー散乱方式と、竜巻などの風向・風

速を計測するドップラー方式が重要な構成となる。さら

に湿度や気温などの気象要素の測定も必要である。

この構成により、現状の気象予報の高精度化に加え

大気の清浄度や局地的な異常気象の監視などが可

能となる。 

これまで、自由対流圏内での新粒子生成過程や

雲過程を大気成分の鉛直輸送より理解するため、

山頂の測候所や気球等をプラットフォームとし

た直接計測に合わせたライダー計測を 2013 年よ

り実施してきた４）。2015～2016 年の観測では、富

士山麓太郎坊（標高：1290 m, 北緯 35.2, 東経 

138.8）にてアイセーフ性の高いマイクロパルス

ライダーを用いた観測を実施し、大気境界層高度

やエアロゾル消散係数の時間変化と山頂での新

粒子生成過程との関係について考察した５，６)。 

 

４． ハイパースペクトルカメラでの分布計測 

 

また、千葉大学では小型のハイパースペクトル

カメラ(Hiperspectral  Imager)を利用して広

い角度での多軸差分吸収分光法(MAX-DOAS）７) に

よる大気汚染物質の二酸化窒素 NO
2
密度分布の可

視化を実現した 8,9)。可視光（400〜750nm）の波長

領域で約 1000 本の波長識別能力を持っており、晴

れた日の空の撮影から太陽光が大気分子等に散乱

されて観測者に到達するまでに通過してきた大気

の吸収スペクトルを画像のピクセル毎に調べ、都

市域上空および滑走路上空の大気中において人間

活動や飛行機の離陸等に伴って発生する NO
2
濃度

の空間分布を可視化した。この手法は可視光に吸

収をもつ他の気体分子にも適用可能であり、水蒸

気（H
2
O）や酸素二量体（O

4
）の可視化も行った。

また、ミー散乱計算と組み合わせることによって

PM2.5 のようなエアロゾルの光学特性を推定する

ことも可能である 9)。小型・軽量の装置構成から、

富士山等の極限的環境での利用も可能である。 

 

５． システムの特長と意義 

 

最後に、世界文化遺産における「富士山ライダー

施設」の特長は以下の通りである。 

①  富士山の自然科学の研究と教育の施設として大

学や国の機関でも優位性が高い。 

②  県や市町村における気象や環境、火山活動など

の防災情報システムとして利用可能である。 

③  富士山の気象や環境情報はネットワーク産業等

に価値が高い。 

④  他の地域や全国レベルでの異常気象や防災情報

施設としての展開も期待される。 
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